
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

伊賀市　事務事業評価シート ソフト事業

コード 名               称 コード 名            称

事業名 533 乳幼児の育成指導事業
会計 １ 一般会計
款 ４ 衛生費

基本施策 8 子どもを産み育てやすい環境をづくる 項
目

１０３

１ 保健衛生費
１ 保健衛生総務費

母子保健事業
細々目 ０２ 乳幼児の育成指導事業

担当部課名 健康福祉課
作成者氏名 川合文秀 連絡先 ４７－１１５１

細目

事
業
の
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）
乳幼児及びその保護者 育児に対する正しい知識が得られ、保護者の子育て不安の解消が図られ

る

本
年
度
事
業
内
容

・乳幼児教室・・・ベビーマッサージ、交流会、事故予防の講話および実技
・ジュニアヘルス事業「いのちのはぐくみ教室」・・助産師の講義「赤ちゃんの誕生」、児心音聴取、赤ちゃんの抱っこ体験と母への聴き取り、助産
師への質問等

平成 16 年度 終了年度 平成 年度 根拠法令・要綱等 母子保健法

H17 H18（予算） H19（予算）
活動指標 単位

実績値 目標値
正規職員     （人） 0.5 0.5 0.5 H17 H18 H19

乳幼児教室 組 15 18 20
3,600 3,600 3,600

39 69 69
ジュニアヘルス事業 人 57 60 65事業推進報償費 20 20 20

消耗品費 17 40 40

8 10
印刷製本費 2 5 5

15通信運搬費 4 4
3,639 3,669 3,669

訪問事業 件

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財

3,639 3,669 3,669

事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H17 H18（目標） H19（目標）

乳幼児教室 開催回数に応じる何組参加されるか判断する 組
15

57

18 20
目標

4

A達成度

60 65
目標

ジュニアヘルス事業 親子のふれあい等関心のあるメニューの評価 人

4

効率性 4

乳幼児に対する親の関心度が非常に高くなってきた

評
価

必要性 4

事業内容の充実、事業量の拡大

総合評価

有効性


